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題名：セシウム原子の光誘導ドリフトの実験的観測
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講演要旨：

光誘導ドリフトは光によって誘起される大規模な原子集団の流れである。

原子を適切に設定した圧力のバッファガスの中で光励起すると、レーザー

による特定の速度の原子の選択的光励起と，衝突による速度分布の熱分布

への緩和が定常的に繰り返されることで，原子集団全体に特定方向へのド

リフト速度が付与される．この現象はかつて「マックスウェルの悪魔の実

現」と呼称されたこともあり、これまで不可能であった物質分離プロセス

を実現する可能性のある現象である。ここでは我々がセシウム原子の光誘

導ドリフトを観測に至るまでの過程について紹介する。
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理工学融合共同演習の認定科目です。

世話人：石坂 智 (内 6554)


